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　岡崎市民病院は1878年に開設された愛知県公立病院岡崎支病院にルー

ツを持ち、1998年12月に現在の位置に新築移転しました。岡崎市（人口

38.4万）と南隣の幸田町（人口4.2万）を合わせた約43万人の医療圏で唯一

の3次救急病院として重要な役割を果たしています。開業医との病診連携も

整備されているため症例数が多く、しかも疾患の偏りがありません。2019年

4月には、愛知県がんセンター愛知病院が岡崎市に移管され、専門性の高い

がん診療についても岡崎市民病院で実施することになり、また、2020年4月

からはda Vinciの導入により低侵襲ロボット支援手術も行われるようになり

ました。病床数680床、分娩件数490件/年、手術件数5700件/年と豊富な

症例で多種多様な疾患を体験し幅広い手技を経験できます。まさに初期研修

には最適の環境といえます。

　当院は，救命救急センター・集中治療センターを備え、3次救急病院として

地域の急性期医療を担っています。24時間対応の救急外来では、1次から

から3次救急までの患者さんと、年間9,000台以上の救急車を受け入れ、多

種多様な救急疾患を経験し、臨床医に不可欠な実践力（考察力・判断力・技

術力）を習得できます。

院内での教育プログラムも充実しています。

◦シミュレーション教育（中心静脈カテーテル、動脈ライン、胸腔穿刺、腰椎穿

刺、気管内挿管、縫合、聴診トレーナー等）

◦救急外来 超音波研修、看護実習、接遇研修、ゲノム医療研修

◦ICLS (日本救急医学会認定 心肺蘇生コース)

◦OCMEC (意識障害初療コース)

◦OTMEC (外傷初療コース)

◦ODMEC (災害医療コース)

◦JPTEC (日本臨床救急学会認定 外傷コース)

◦ICUカンファレンス、救急科カンファレンス

◦ERレクチャー

◦ER振り返り

◦ACP研修、緩和ケア研修

◦CPC 

◦キャンサーボード 

◦岡崎市民病院初期研修医学術集会・発表会

◦感染対策勉強会・医療安全勉強会

◦多職種回診 (早期離床回診・NST回診・緩和回診・DST回診)

◦放射線読影セミナー

◦医学論文セミナー、医学英語学習

◦エコーグランプリ

★ 病院の特徴

★ 研修の特徴

メッセージ
　トヨタ記念病院は1938年にトヨタ自動車工業（当時）の挙母工場内に診療
所を開設したのが始まりで、1942年にトヨタ病院を開設。1987年には会社
創立50周年記念事業として、現在の当院が誕生した。
　当院は地域の基幹病院として各分野の専門医が常勤し、高度な医療設備
を備えるとともに、新生児医療（NICU15床）から、予防（健診センター設置）、
治療、リハビリテーション、社会復帰まで、一連の診療体制が整っている。ま
た、地域３次救急指定病院であり、24時間体制で救急専任の医師及び看護師
を割り当て、1次、2次の患者にも対応している。時間外は内科、外科系、ICU、
NICU、産婦人科の当直医師を毎日配置しており、小児科当直医も2次救急日
に配置している。さらに各専門医師も救急対応可能な体制を整えている。

　初期2年をジュニアレジデントと位置づけ、スーパーローテーションによる
臨床研修期間とする。この間の最優先目標は、医師としての人格の涵養と、将
来の専門科にかかわらず全員がプライマリ・ケアの基本的な診療能力（態度・
技能・知識）を身につけることである。
　急性期病院としてより高度な医療を目指しており、その目的達成のひとつ
の方法として従来の内科、外科という区分けに固定せず、臓器別センター制
を採用。心臓病センター、脳卒中センター、消化器センター、呼吸器センター、
母子医療センターなどでは複数科が一体となって高度医療を担う。
　その中で研修医は、基本的臨床能力はもちろんのこと、患者さまの背景、地
域の特徴など総合的、包括的医療を学ぶ。カリキュラムも高度医療を意識した
プライマリ・ケアの習得という観点を重視する。

【基幹プログラム】　内科、産婦人科
【連携プログラム】　小児科、外科、整形外科、精神科、皮膚科、眼科
　　　　　　　　  耳鼻いんこう科、泌尿器科、脳神経外科、放射線科、
　　　　　　　　  麻酔科、病理診断科、救急科、形成外科

★ 病院の特徴

★ 研修の特徴

★ 専門研修／後期研修

メッセージ
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募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　13人　・　2023年度　15人

給与／月額 1年次　294,000円　・　２年次　309,300円
(※手当を含まず)

賞　　与 1年次　975,374円　・　２年次　1,578,666円
当直回数／月 約4回／月

そ の 他 ・通勤手当　・扶養手当
・住居手当　最大28,000円/月

応募連絡先
担 当 者 事務局総務課　西田 直華
電 話 番 号 0564-66-7012
E メ ー ル hospital.jinji@city.okazaki.lg.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

小林　靖

〒444-8553
愛知県岡崎市高隆寺町字五所合３番地１

名鉄バス：「市民病院」下車；
「名鉄・東岡崎駅」・「愛知環状鉄道・大門駅」より25分、
「名鉄・美合駅」より12分、「JR・岡崎駅」より30分

岡崎市民病院

指導医     (プログラム責任者　薦田 さつき）

研修医　 ( 2年次研修医 )

　岡崎市民病院での初期研修の最大の特徴は、数多くの救急症例を

経験できることです。実際に多様な疾患を数多く診ることで、判断力、

実践力が2年間で自然と身につきます。また、平日交替勤務制のため、

夜勤の前後には、休養と各科研修に備えた自己学習を行うことができ

る体制です。初期研修に必要な教育プログラムはもちろん、定期面談

をはじめ、毎日の体調・研修状況に応じたきめ細かいカウンセリング・

指導を随時行っています。「岡崎市民病院で研修して良かった」と思っ

ていただけるよう全力でサポート致します。

　ファーストタッチで着実に力が身につきます！研修医を大切にする病

院です。初期研修先として当院を選んだのは、救急外来で多くの患者

さんを診たかったから。実際、1年目から多くの患者さんと接し、上級医

の先生もいるので質問もしやすい環境です。学びに関しても様々な勉

強会で研修医が発表できる体制が整っています。出身大学も多様で、

共に支え合える存在だと思っています。

募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　16人　・　2023年度　16人

給与／月額 1年次　300,000円　・　２年次　313,000円
(※手当含まず)

当直回数／月 5～6回
そ の 他 11,000円	＋ 実労働に応じ、時間外手当あり

応募連絡先
担 当 者 臨床研修グループ　中馬・小椋
電 話 番 号 0565-24-7115・7148
E メ ー ル ya-kenshu-tmh@mail.toyota.co.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

岩瀬　三紀

〒471-8513
愛知県豊田市平和町1-1

名鉄豊田線豊田市駅より
名鉄バストヨタ記念病院行き約30分
東名高速豊田ICより約15分、豊田東ICより10分

トヨタ記念病院

臨床研修運営委員会委員長　（プログラム責任者　桑原 浩彰）

研修医　（２年次　渡邊Dr）

　当研修医の皆さんと接していると、「初心忘る
べからず」という世阿弥のことわざを思い起こし
ます。何事も貪欲に　学ぼうとする姿勢、患者さ
まへの謙虚な気持ちなど、普段私が臨床の場で
忘れがちなことを逆に研修医から教えられている
気がします。そして、そんな環境を岩瀬病院長の
下日々KAIZENをしながら作っていきたいと考え
ています。
　また、当院は企業病院であること、これを生かし、トヨタ自動車の入社
式に参加、他の新入社員と一緒に社員研修を一部受けていただきます。
　さらに、同期入社のメディカルスタッフとともに、自動車工場など、会
社内の他施設見学なども企画しています。これらを通して「病院の常
識は、社会の非常識」などと言われない社会常識を備え、コミュニケー
ション能力を培う研修医教育を目指しています。「百聞は一見にしか
ず」、是非見学に来てください。

　私は、出身の愛知県で研修病院を探す中で、活
気ある雰囲気に惹かれて、当院での初期研修を
選択しました。
　「いまは何もできなくても、とりあえず元気があ
れば大丈夫。」
　右も左もわからなかった春、上級医の先生から
の言葉に心が救われたのを覚えています。
　日々の研修ではどうしてもできないこと、自分に足りないことに目を
向けることが多いですし、そうしたなかで自分の無力さに落ち込むとき
も幾度とあります。
　そんな中、前向きな気持ちで元気に働けているのは、研修医をあた
たかく受け入れてくれる上級医の先生方や看護師、薬剤師をはじめと
するコメディカルの皆様その他病院スタッフの支えがあるからです。
　当院には指導熱心な先生方が多く、どんな質問も快くこたえてくだ
さいますし、医師間だけでなく他職種との垣根も低く、とても相談しや
すく恵まれた環境です。
また当院の研修は、モーニングセミナーなど勉強会も充実しており、教
育的な研修制度が整えられている一方で、日々の業務は忙しすぎるこ
とはなく、自分の勉強や趣味の時間も十分作ることができます。
一度見学にきて、当院の雰囲気を感じていただけたらと思います。病
院でお待ちしています。

2403愛知県_臨床研修病院ガイドブック.indd   47-482403愛知県_臨床研修病院ガイドブック.indd   47-48 2024/03/06   15:562024/03/06   15:56




